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Abstract
lt has been made clear that the JOC Intelligence Strategy Department (Jyohou Senryaku Bukai)
defines "jyohou," "strategy (senryaku)," and "intelligence strategies in sports" as follows:
1) The term "jyohou" refers to materials and knowledge that are helpful in making appropriate
judgments about a specific goal and making infomed decisions about what to do.
2) The term "strategy (senryaku)" refers to a scenario that leads to the achievement of the goal.
3) The purpose of "information strategies in competitive sports" is to make strategic use of
infomation that is of use to improvlng Skills required f♭r various sports.
※The meanlng Of the Japanese word, "Jyohou," can be divided into two elements: "infomation"
and "intelligence･"
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はじめに
現在､あらゆる世界において｢情報｣とその
｢活用｣に対する重要性は､益々高まっている｡
中曽根元総理は､情報とそれを戦略的に扱う部
門の重要性について次のように述べている｡ ｢日
本は情報戦略体制が欠落している｡情報はみん
な米国からもらっているようなものだ｡だから
日本外交が米国-の順応外交だといわれてい
る｡ -中略一内閣に情報戦略局のような独立し
た局機構を確立し､ベテランのスタッフが永続
的に仕事ができるようにすべきだ｣ (日本経済新
聞2006.8.13)｡さらに､政治学研究者の立場で元
東京大学学長の佐々木毅氏は､情報の重要性に
ついて次のように述べている｡ ｢官邸機能強化で
必要なことは情報だと思う｡各省の持っている
情報とは別に､官邸が独自のソースで情報を集
められる程度の能力は最低限必要だ｣ (日本経済
新聞2006.8.10)と｡この様に現在では､政治の
世界においても情報と戦略に関する重要性につ
いて示唆されている｡
スポーツにおいても世界を舞台に競い合う競
技者や指導者にとって｢情報を制する者が世界
を制する｣ことを証明する事象は､枚挙にいと
まがない｡例えば､近年､国際競技大会で優勝
を目指す球技系の競技において､対戦相手の分
析(スカウテイング)を行わないチームはない｡
また､球技系だけでなく､柔道やレスリングと
いう格闘技系の競技でも対戦相手の分析が日常
的に行われている｡ (財)日本オリンピック委員
会(以下JOC)においても2001年に作成された
国際競技力向上策｢JOCゴールドプラン｣の中
で情報戦略の重要性が掲げられ実施されてきた
経緯がある注1｡さらに､ 2002年10月開所した我
が国初の総合医･科学･情報サポート機関であ
る国立スポーツ科学センター(以下JISS)に､
スポーツ情報研究部が設置されたことからもス
ボーッ界における情報部門の重要度が計り知れ
るところである｡
2004年アテネオリンピックにおける日本選手
団の成功は､選手と指導者の努力の結実である
ことはいうまでもないが､ JOCの情報戦略活動
が少なからず影響したことに意を唱える者はい
ないであろう｡オリンピック期間中に多くの強
豪国では､あらゆる情報を収集し強化施策の立
案･実行を行っていた事実が､第28回オリンピ
ック夏季競技大会(2004/アテネ)日本選手団報
告書で明らかになっている(日本オリンピック
委員会2004)注2｡日本においてもさらなる情報
戟略の充実を図り､強化活動を推進していくこ
とが不可欠である｡さらに､日本は2016年のオ
リンピック招致に立候補していることから､
2009年の招致決定に向け様々な情報を収集し､
戦略を立てる必要性がある｡その意味からも
JOCの情報戦略活動を推進することが重要であ
り､スポーツ関係者への情報戦略への理解活動
を広く行うことが必要となる｡
しかし､これまでにスポーツにおける情報戦
略について､明確な定義づけをした報告は見当
たらない.そこで本稿では,情報と戦略に関す
る言葉を検討･整理しスポーツにおける情報戦
略について､ JOCの活動を参考事例として定義
づけることを目的とする｡
1.情報と戦略の定義
1 - l情報(Information / Intelligence)
ここでは情報という言葉の意味について考え
てみたい｡一般的に情報という言葉は､様々な
分野で多種多様に使われていることが多い｡し
かし､その意味を深く捉え､正確な定義付けを
答えられる人は少ないように思われる｡そこで､
情報の意味を広辞苑で調べると､ ｢1)あることが
らについてのしらせ｡ 2)判断を下したり行動を
起こしたりするために必要な､種々の媒体を介
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しての知識｣と記されている｡この場合の情報
は､英語に訳せば"Information"が適切であろ
う｡一般的に情報(Information)とは､広く公
開され､誰でも入手可能なものであり､新聞､
雑誌､インターネット､テレビ､ラジオから入
手可能なものがこれにあたるのであろう｡
これに対して､外交ジャーナリストの手島は
情報を"Intelligence"と訳し｢情報は,国家の
命運を担う政治指導者が舵を定めるための羅針
盤である｣ (手島ら2006)と定義づけをしている｡
また､吉田や大森によれば､敵対勢力あるいは,
ライバルについての秘密情報を"Intelligence"
という(吉田1997)｡対象側が隠している本音や
実態､すなわち機密を当方のニーズに合わせて
探り出す合目的的な活動そのものを情報
(Intelligence)という(大森2005)｡さらに､江
畑によれば"Intelligence"には､ "Information"
を､分析､評価して｢洞察(インサイト)｣する
能力という意味があるとしている(江畑2004)｡
これらのことから､情報は"Information"と
"Intemgence"の二つに分けて考えることが適切
であり､ "Information"を"Intelligence"に変
える何らかの作業工程が伺える｡このことに関
係する事例として､大森は｢元CIA注3長官の証
言によれば､ CIAは情報の95%を公刊資料(新
聞､放送､雑誌､議事録､インターネットなど)
から入手する｣としている(大森2005)｡つまり､
CIAでは入手した"Information"に加工を加え､
"Intelligence"として取り扱っている可能性が
ある｡
以上の各定義から､我々はスポーツの世界に
おいて情報(Intelligence)とは､ ｢ある特定の目
的について､適切な判断を下し､行動の意志決
定をするために役立つ資料や知識｣と定義づけ
を行うこととする｡
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1 - 2戦略(Strategy)
広辞林によると戦略とは1)戦争に勝つため
の総合的･長期的な計略2)政治･社会運動な
どを行う上での長期的な計略｣という2つの意
味がある｡しかしながら､以下に挙げるように
多くの文献において様々な定義づけが成されて
いる｡
野rllらは､戦略とは､古来､戦いに勝つため
にはどうしたらいいかという課題にこたえるた
めのものであり､具体的には､軍事力を行使す
べき戦争に対処するためのものであった(野中
ら2005)｡青島らは､経営における戟略を｢企業
の将来像とそれを達成するための道筋｣として
非常に大きい枠組みで定義する(青島ら2003)｡
また梶井は､もともとは戦争での策略を指す言
葉であったはずだが､われわれの関心のある戦
略的環境での戦略の意味ははるかに広く､意思
決定をする主体の利害にかかわるどうような行
動も戦略として把握することにより(梶井2002)､
戦略的環境において､自分が自分の自由意志の
もとにとりうる行動を､その将来にわたる予定
を含めて記述したものを戦略(Strategy)と定義
している｡梶井らは個人の主体を中心に置いた
定義を行っているが､マイケル･E･ポーター
は､戦略を他社とは異なる活動を伴った､独自
性のある価値あるポジションを創り出すことで
あり､競争上必要なトレードオフ(二者択一)
を行うことなのであると定義している(マイケ
ル･ E ･ポーター1999)｡これは梶井の個人の行
動を軸に置いた定義とは異なり､企業のポジシ
ョンを重視した定義付けだといえるだろう｡更
にマイケル･A･クスマノらは､戦略とは｢到
達点(Where)と｢手段(How)｣に関する問い
合わせを統合し､短期的に変化する競争優位を
継続的に生み出していくもの､戟略は三次元の
難しい意思決定一ターゲット顧客の設定､製
品･サービスの選択､どのように活動するか-
から成立しており､他社の戟略と差別化された
独自のポジションを選択することであるとし､
戦略の失敗につながる典型的パターンは､この
3点において明確な選択を行っていない場合で
あると述べている(マイケル･A･クスマノら
2003)｡コ-ネリス･A･デ･クルイヴァ-はさ
らに発展させ､戦略の最終目標は､顧客に価値
を提供することで､株主をはじめとするステー
クホルダーに対する価値を創造することである
と定義している｡戦略とは持続的競争優位性
(sustainable competitive advantage)を達成す
るためのポジショニング(positioning)を構築
すること｡つまり､どの業界でどのような製
品･サービスを提供するか､そしてどのように
資源を配分するかなどの選択をすることこそが
重要だとしている(コ-ネリス･A･デ･クル
イヴァ-2004)｡戦略の本質とは活動そのものに
あり､同じ活動をライバルとは異なる方法で進
め､競合他社とは異なる活動に着目することで
ある｡すなわち戦略の本質は差別化であり戦略
策定の本質とは､競争への対応であるといえる
だろう｡
この様に戦略という言葉の定義は多種多様に
あることが理解できる｡しかし､元々は軍事用
語として使われていたことが上記のどの文献に
も記されており､戦略≠計画ではないことも理
解できる｡そこで､ここではスポーツにおける
戦略を｢戦略とは､目的達成のためのシナリオ
である｣と大きな枠組みで定義づけを行なうこ
ととする｡
そして以後､先に定義した情報との関連から
スポーツにおける情報戦略を｢競技力向上に有
用な情報を､戦略的に活用しようとする営み｣
とする｡
2.情報機関
ここではスポーツ以外での国内外の情報機関
について､これまでの報告から明らかにする｡
2 - 1世界の情報機関
アメリカの情報機関が諜報機関とも呼ばれて
いることは広く知られている事実である｡その
中において､一般的によく知られているのは
｢CIA (米中央情報局)｣ ｢FBI (米連邦捜査局)｣
である｡しかし､アメリカにおいて最大の諜報
機関は｢NSA (国家安全保障局)｣であり､その
職員数は3万人ないし6万人だという(落合
2005)｡しかし､アメリカには､これら以外にも
多くの情報機関が設置されている｡アメリカで
はCIAを含めた15の機関で諜報共同体
(Intelligence Community)を構成している(港
合2005)｡ 9･ ll (2001年9月11日に起こったテ
ロ)後に､アメリカ国内の諜報機関と警察当局
による諜報活動の連携を深めるために｢NCC
(国家対テロセンター)｣が設立され､それと同
時期､大統領と国家安全保障会議の最高顧問で
あり､各諜報機関を統轄する国家情報長官が
2004年に新設された(落合2005)｡国家情報長官
は､ NCTC､ CIA､ NSAのほかに｢DIA (国防
情報局)｣を始めとして全米15の諜報機関の統轄
責任者である(落合2005)｡
CIAは全世界的に支局員を配置しているが､
日本にも50-60名の東京支局員が駐在している
ことはあまり知られていない｡一方､ FBIは東
京に2名の支局員を置いており､氏名等も公表
されている(落合2005)｡アメリカは､イギリス､
カナダ､オーストラリア､ニュージーランドと
共同で､エシュロン(Echelon)という通信傍受
システムを運用している｡エシュロン(Echelon)
は､人工衛星を介してやりとりされている情報
を中心に､電話､ファックス､電子メールなど
を傍受､分析しており､ 1分間で数百万語が分
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析可能と言われている(産経新聞特別取材班
2001)｡
このような情報機関を配置しているのはアメ
リカだけではない｡フランス(DGSE･対外治
安総局)､カナダ(CSIS･安全情報局)､イギリ
ス(SIS･情報機関<通称:MI6)､インド
(RAW ･調査分析局)､イスラエル(MOSAD ･
諜報機関)､韓国(旧KCIA ･国家情報院)､旧ソ
逮(KGB ･国家保安委員会)等がある(産経新聞
特別取材班2001)｡この様に情報組織を持たない
世界の主要国家は存在しないとさえ言えるであ
ろう｡
2-2日本の情報機関
日本においても情報機関が皆無というわけで
はない｡内閣直轄の組織である内閣情報調査室
には､約80名の職員が勤務している(大森2005)｡
その他､防衛省(情報本部､防衛政策局調査課)､
外務省(国際情報統括官組織)､警察庁(公安他)
など､各省庁にも情報セクションは組織されて
いる｡インターネットの発達により､これらの
機関は一般的に公開されている｡ただし､諸外
国の情報機関と比べ､日本の情報機関は明らか
に小規模であることは否めない｡これは国家と
しての情報に対する感受性(Sensibility)の相違
に他ならない｡そこで現在､内閣府､外務省､
防衛省､検察庁や自民党内において国内外の情
報に関する統轄組織を作ろうとする動きがある｡
安部内閣の代表的な改革の一つとして挙げられ
ている省庁再々編成では､情報通信省構想が取
り上げられている｡
2002年10月､スポーツ界にとって待望の医科
学情報サポート機関であるJISSが開所された｡
JISSには､我が国スポーツ界初の情報部門であ
るスポーツ情報研究部が設置された｡ JISSスポ
ーツ情報研究部は､ JOCと連携しオリンピック
競技大会等の国際総合競技大会の開催に併せて
日本代表選手団に対する情報後方支援プロジェ
クト｢東京Jプロジェクト｣をJISS内に開設して
いる｡このプロジェクトでは､国際競技力向上
に関わる諸外国の取り組みなどの情報を集中的
に収集するとともに､日本代表選手団の戦い方
を分析し､大会終了時に分析レポート
(Intelligence Report)をまとめている｡このレ
ポートはJOC選手強化本部に提出され､今後の
競技力向上戦略の策定に活用されている｡また
現在､ JISSスポーツ情報研究部では､国際競技
力向上に関わる国内外の情勢や政策､強化戦略､
施策(プログラム)等の情報を収集し､国内の関
係機関に対する定常的な情報配信を行っており､
蓄積された情報をテーマ毎に分析したインテリ
ジェンス･ブリーフィングの配信も開始された｡
今後はさらに国際競技力向上に関わる情勢分析
機能を強化することが求められている｡
3.ケーススタディー　-スポーツ情報戦略-
3- 1競技スポーツにおける情報戦略
現在､政治､経済､その他の世界において､
情報戦略という言葉が日常的に使用されている
ことは疑う余地がない｡このことは､競技スポ
ーツの世界においても同様であり､ JOCでは､
情報戦略という言葉をいち早く導入し､複数の
情報戟略に関する部門を設置した(図1 JOC組
織図)｡さらに､ JOCにおいては平成19 ･20年度
の強化本部の強化方針にも情報戟略の重要性が
明記されている(日本オリンピック委員会2007)｡
JOC情報戦略部会では､ ｢情報｣と｢戦略｣の定
義付けから競技スポーツにおける情報戦略とは､
｢競技力向上に有用な情報を､戦略的に活用しよ
うとする営み｣であると定義づけを行っている｡
スポーツの中で情報戦略を行っている例とし
てコーチの働きがある｡コーチは､チームや個
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図1 JOC 平成19 ・20 年度強化体制
人の能力を最大限に発揮させるために日々のト
レーニング計画を立案し、それを基にして指導
を行っている。これを明確に示すものが、 PDCA
サイクルであることはいうまでもない。そこで、
コーチがPDCAサイクルを実践する場合は、各
項 (P，D，C，A)において情報の収集と分析 ・評価
が加えられることが重要である(図 2.PDCA 
の各項にも必要な情報)。また、コーチは分析 ・
評価を行う場合に様々な角度から複数によるク
ロスチェッ クを実施することが不可欠であり、
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図2 PDCA の各項にも必要な情報
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JOC 強化本部組織図より
その情報をどのタイミングで競技者に伝えるか
を常に考える必要がある O これらのことから 、
コーチは、現状把握、計画立案、実践、分析 ・
評価と様々な局面で情報戦略を実施していると
言えるo
3 -2 JOCの情報戦略活動と情報戦略スタッフ
の位置づけ
JOCでは、選手強化本部の情報 ・医 -科学守
門委員会の中に「情報戦略部会」を組織し、
JISSスポーツ情報研究部と共に、日本の国際競
技力向上にかかわる戦略立案や情報収集 ・分
析 ・評価活動等を行なっている(図 1 JOC強
化本部組織図)。
各競技団体 (N F) の情報戦略スタ ッフについ
ては、 JOCGOLD PLANのナショナルスタッフ
プログラムにおいて 「情報戦略スタッフ
(Technical Staf) Jとして位置づけられているO
情報戦略スタッフは、強化活動にかかわる情報
ph
v 
q L  
@情報戦略スタッフ=あらゆる情報収集から結果や要因の分析、
対策等の立案・提案までを実施し、さらに組織が有機的に機能で
きるように連携の支揺を行う。
情報の種類と量
図3 Katsu '02 の資料を一部改変207
の収集、編集、企画、提供、評価、連携などをそ
の役割とする。試合の記録を行なう 「スコアラー
(Scorer)Jは分析を行なうアナリストに含まれ、
アナリストは情報戦略スタッフに含まれる(図 3勝
田改変図)。スコアラー が扱う情報は“Ini ormation"
が主であり、種目情報に特化している。一方、ア
ナリスト、情報戦略スタッフとカテゴリーが大きく
なると、扱う情報はより“Intelligence"となるo
また、種目外情報の取扱量が増大するとともに、
戦略的な情報活動が求められる D
3-3競技団体の情報戦略
2006年に日本で開催されたFINAシンクロワ
ールドカ ップ2006で、日本チームは強豪スペイ
ンを破り、銀メダルを獲得したD トップ3 が確
実と言われる日本チームの高いパフォーマンス
があってのことだが、それを支えた要因の一つ
に、組織力をいかした情報戦略があったと思わ
れるo 日本水泳連盟は、自国開催のアドヴァン
テージを活かし、ファイナルラウン ドの演技順
を戦略的に構成した可能性が高い。 トップレベ
ルのロシアの演技順は12チーム中 7番目であっ
た。日本との接戦が予想されるスペインチーム
の演技をロシアチームの直後に配置するととも
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に、日本チームの演技順を最終としたと思われ
る。日本の演技順を格上のチームから離すとと
もに、採点種目において有利といわれる最終の
演技順構成を行なった可能性があるo この情報
戦略が日本チームの銀メダルにどれだけ関与し
たかは定かでないが、他競技にも応用できるケ
ーススタディーであろう O
3-4情報を見極める力
IT (情報技術)の進歩に より、我々は容易に
あらゆる情報を入手することが可能となった。
現在では、老若男女を問わずインターネットを
イ吏って多くの検索を行うこ とが一般化されてい
るO インターネ ットの検索サイトであるヤフ一、
グーグルは、その代表であろう 。本稿で展開し
ている「情報戦略」について検索すると、グー
グルでは33，400，000fヰカfヒットし、ヤフー ではキヲ
300，000件がヒ ットした (2006.9.1l.グー グル、ヤ
フ )ー。一方でこれだけ多くの情報がヒッ トする
ことから、新たな問題も浮き彫りになってきて
いる。
スポーツの世界においても指導者は、指導対
象となる競技者がインターネ ットを利用して ト
レーニングやコンデイショニングなどに関連す
る情報を自ら収集していることを理解する必要
がある｡その上で指導者は､情報の提供を行う
ことが重要になっている｡指導者よりも競技者
の方が情報の収集力が高い場合には､指導上多
くの問題を生む可能性がある｡そこで指導者が
注意すべき点は､競技者が収集している情報の
信頼性である｡つまり指導者は､情報の出所
(情報ソース)を確認し､それが正しいものであ
るかを見極める力が必要となる｡
ま　と　め
本稿の目的は､情報と戦略に関する言葉を検
討､整理し､ JOCの事例を参考にスポーツにお
ける情報戟略の意味を定義づけることであった｡
その結果､以下のことを明らかとした｡
1)情報とは､ある特定の目的について適切な
判断を下し､行動の意志決定をするために
役立つ資料や知識｡
2)戦略とは､目的達成のためのシナリオである｡
3)競技スポーツにおける情報戦略とは､競技
力向上に有用な情報を､戦略的に活用しよ
うとする営み｡
注1: 2000年9月に文部科学省より提言された
｢スポーツ振興基本計画｣の競技スポーツ
の強化･育成施策に関して､ (財)日本オ
リンピック委員会(以下JOC)が2001年4
月に具体的な施策として出したものが
｢JOCゴールドプラン｣である｡
注2: JOCでは､夏季､冬季のオリンピック競技
大会およびアジア競技大会､ユニバーシ
アード競技大会等において日本選手団報
告書を毎回提出している｡
注3 : CIAは英語標記が｢Central Intelligence
Agency｣であり､ ⅠはIntelligenceの略で
ある｡
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